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日商簿記 3 級フリーテキスト講座 

～クレジット売掛金～ 

(ｸﾚｼﾞｯﾄ) 

 

～クレジット売掛金～ 

 

◆クレジット売掛金とは 

商品を売り上げた時に、顧客が支払いをクレジットカードで行ったときは、あとで、クレジット会社

（信販会社）から代金を受け取る権利が発生します。この権利を、クレジット売掛金［資産］といいま

す。クレジットで販売した場合は、普通の売掛金［資産］とは区別して、クレジット売掛金で処理を

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆手数料を計上するタイミング 

顧客が支払いをクレジットカードで行なった場合は、当社は信販会社に売上金額を請求しますが、ク

レジット会社からは、売上金額から手数料を差し引かれた金額が当社に入金されます。この差し引かれ

た手数料は、支払手数料［費用］で処理をします。 

支払手数料を計上するタイミングは、下記の 2つがあります。 

① 商品を売り上げた時   ②クレジット会社からの売上代金が入金された時 

 

クレジット売掛金/売上

当社 客

売上票

¥980

　 　信販会社
△￥20

￥1，000円　請求

口座引落

カード払い

¥1,000

信販会社

手数料　支払
（クレジット会社） 
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今回は、①商品を売り上げた時で説明します。 

 

 

 

 

①商品を売り上げた時の仕訳 

 

【例 1】 

当社は商品 200,000 円を売り上げて、顧客がクレジットカードにて支払った。なお、信販会社への手

数料（販売代金の 5％）は、販売時に認識する。 

 

 

クレジット売掛金 190,000 売 上 200,000 

 支 払 手 数 料  10,000   

200,000×5％＝10,000 

 

 

 

【例 2】 

【例1】 に関して、信販会社より手数料を差し引かれた残額が当座預金口座へ入金された。 

 

 

当 座 預 金 190,000 クレッジット売掛金 190,000 

 

 

 


